
平成２６年（２０１４）

日々積み重ねてきた厳しい練習が
　　　　　選手たちの大きな原動力！
　　　　　　　　( 第４５回美浦柔剣道大会にて )

日々積み重ねてきた厳しい練習が
　　　　　選手たちの大きな原動力！
　　　　　　　　( 第４５回美浦柔剣道大会にて )

６２４

第１８回 木木 原原 城城 山山 まま つつ りり

陸平貝塚を皆で調べよう講座・第Ⅴ期

会場：木原城址城山公園（木原小学校裏）
平成２６年４月１３日（日）

3

木原地区を対象に
　　「防災訓練」を実施します！

所得税の確定申告はお済みですか
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地域の話題をお待ちしています
（広報係☎８８５－０３４０内線２０５）

　

昨
年
１２
月
１５
日
、
中
央
公
民
館

に
お
い
て
、
人
権
啓
発
講
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
生
ま

れ
で
現
在
は
日
本
国
籍
を
取
得
し

て
い
る
、
羽
衣
国
際
大
学
准
教
授

の
に
し
ゃ
ん
た
氏
が
招
か
れ
、
ス

リ
ラ
ン
カ
か
ら
来
日
さ
れ
た
と
き

の
経
験
か
ら
、
多
文
化
共
生
等
に

つ
い
て
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
講

演
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
笑
い
の

渦
に
包
ま
れ
、
来
場
さ
れ
た
方
は

大
変
満
足
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。

　

ま
た
、
講
演
に
先
立
っ
て
全
国

中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
土

浦
地
区
大
会
入
賞
者
に
よ
る
入
賞

作
文
の
朗
読
が
行
わ
れ
、
法
務
省

人
権
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
ま
も
る
君
・
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ

あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
も
登
場
し
ま
し
た
。

　このたび、６年間人権擁護委員としてご活躍さ
れ、昨年退任された山岡つぎ子さん（郷中）に法務
大臣から感謝状が贈呈され、１月１６日には村役場
村長室にて伝達式が行われました。これまで人権
啓発等にご尽力いただきありがとうございました。
　また、後任には坂本実さん（上舟子）が就任され、
今後は石橋威雄さん（大山）、内田光子さん（大谷）
とともに人権擁護委員としてご活躍くださいます。
どうぞよろしくお願いします。

　２月１３日、茨城県市町村会館（水戸市）において、
「町村自治功労者表彰式」が行われ、美浦村からは
山岡つぎ子さん（郷中）および小泉正雄さん（根火）
が村の振興・発展に貢献した民間自治功労者とし
て、茨城県町村会より表彰されました。
　山岡さんは食生活改善推進連絡協議会等、小泉
さんは防犯協会等で長年にわたりご活躍されてお
り、今回はその多大な功績が認められたものです。
　このたびの表彰、おめでとうございます。

　

２
月
５
日
、
ソ
ニ
ー
シ
テ
ィ
大
崎
（
東
京

都
）
に
お
い
て
、
公
益
財
団
法
人
ソ
ニ
ー
教

育
財
団
主
催
の
「
ソ
ニ
ー
子
ど
も
科
学
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
関
東
合
同
贈
呈
式
」
が
行
わ
れ
、

大
谷
小
学
校
が
２
年
連
続
で「
奨
励
校
」に
入

選
し
ま
し
た
。

　

大
谷
小
学
校
で
は
、
こ
れ
ま
で
科
学
教
育

に
関
す
る
実
践
研
究
や
環
境
の
充
実
に
取
り

組
ん
で
き
て
お
り
、
そ
の
実
績
と

平
成
２６
年
度
の
計
画
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
１
月
２８
日
に
は

「
科
学
が
好
き
な
子
ど
も
を
育
て

る
」
授
業
研
究
会
を
開
催
し
、
好

評
を
博
し
ま
し
た
。
朝
日
向
栄
一

学
校
長
は
、「
２
年
連
続
の
受
賞
は
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
の
賜

で
す
。
科
学
が
好
き
な
子
ど
も
た

ち
の
育
成
に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
年
連
続
の
入
選
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

人
権
啓
発

　
　

講
演
会
開
催

人
権
啓
発

　
　

講
演
会
開
催

大
谷
小
学
校
が
２
年
連
続
で

　
　
　
　
　
　
　
　

「
奨
励
校
」に
入
選

大
谷
小
学
校
が
２
年
連
続
で

　
　
　
　
　
　
　
　

「
奨
励
校
」に
入
選

山岡つぎ子さん（郷中）山岡つぎ子さん（郷中）

山岡つぎ子氏、小泉正雄氏が
民間自治功労者表彰

山岡つぎ子氏、小泉正雄氏が
民間自治功労者表彰

人権擁護委員に坂本氏就任、
退任の山岡氏に感謝状贈呈
人権擁護委員に坂本氏就任、
退任の山岡氏に感謝状贈呈

坂本実さん（上舟子）坂本実さん（上舟子）

村の交通事故発生状況

村の総合健診に予定が合わなかった人は
「医療機関健診」をご利用ください

国民健康保険の被保険者の皆様へ

・・・・【健診内容】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　 ・健診名…特定健康診査（特定健診）　 ・自己負担額…無料
　 ・対象年齢…４０～７４歳（平成２６年３月３１日までに４０歳に
　　到達する人～７５歳の誕生日前までの人）
　 ・検査内容…問診・身体計測・血圧測定・脂質検査・糖
　　尿病検査・腎機能検査・肝機能検査（基本項目）、貧血
　　検査・眼底検査・心電図検査（詳細項目）

題
ら

の

話
む
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　１月１９日、潮来市日の出運動広場で潮来市長杯
団体戦が行われ、小学生高学年の部で美浦ジュニ
アソフトテニススポーツ少年団が優勝しました。
　寒空の中、保護者の応援と選手のプレーが一つ
となって見事にＶ２達成。頑張って練習した成果
が実り、団員全員の力で優勝を勝ち取ることがで
き、とても良い経験となりました。今後も各自の
目標に向け、元気に楽しく練習に励むそうです。

　２月８日・９日、今年も会津高原だいくらスキ
ー場（福島県）にて、ジュニアスキー教室が開催さ
れました。ジュニアスキー教室は、村内の小学３
～６年生の児童を対象に毎年開催されており、今
年は３３名の子ども達が参加してくれました。
　教室では、村体育協会スキー部の指導員のもと、
子ども達はスキーの習熟度に応じて各班に分かれ、
スキーのすべり方やすべるときのマナー等につい
て指導を受け、見る見るうちに上達していました。

　２月１日、美浦中学校体育館において、「美浦柔
剣道大会」剣道の部が開催されました。
　旧武道館（村立柔剣道場）完成を機に第１回大会
（昭和４３年１２月）が開催されてから４５回目となる本
大会は、茨城県南地域の柔道・剣道に励む子ども
達の日頃の練習の成果を試す機会として、重要な
大会となっています。
　当日は、村内や近隣の自治体から約７００名もの
参加者があり、試合会場では氷のように冷たい床
をものともしない子ども達の気合いと歓声が溢れ、
熱い戦いが繰り広げられました。

※柔道の部は２月１５日に開催予定でしたが、大雪・大
　雨の予報により参加者・関係者の皆さまの安全等が
　考慮され、開催前日に中止が決まりました。

【剣道の部】

◎小学生低学年の部　

　優　勝　吾妻剣道スポーツ少年団
　準優勝　九重剣道スポーツ少年団
　第３位　美浦剣美会・滝郷学園

◎小学生高学年の部　

　優　勝　なでしこ剣道スポーツ少年団
　準優勝　九重剣道スポーツ少年団
　第３位　美浦剣美会・戸頭剣友会

◎中学生男子の部

　優　勝　美浦中学校
　準優勝　旭中学校
　第３位　谷田部中学校・並木中学校

◎中学生女子の部

　優　勝　都和中学校
　準優勝　土浦第四中学校
　第３位　美浦中学校・守谷中学校

　木原小学校では、総合的な学習の一環として、
６年生が架空の会社（キッズカンパニー）を設立し、
サツマイモの栽培から商品の加工・販売までの過
程を体験学習しました。これは、事業の実践を通
して仕事の大変さを体験することで社会力を育て、
将来に活かそうと行われたものです。
　子ども達は借用した畑にサツマイモを植え付け、
４班（４社）に分かれて銀行役の村商工会に事業計
画を提出し、実際に融資を受けて備品等を購入。
村産業文化フェスティバルや校内の学習発表会で
出店し、サツマイモの汁物や加工品を販売しまし
た。その売上の中から借入金を返済し、２月１２日
には各社の社長を務めた６年生４名が役場庁舎を
訪れ、４社の売上金の一部１５，７４３円を納税という
形で村に寄附し、村長に手渡しました。
　この貴重な経験は、子ども達の学力と社会力の
向上に大いに役立つことでしょう。

美浦ジュニアソフトテニススポーツ少年団で
は、小学１～６年生までの仲間を随時募集し
ています。（活動日は毎週木・土曜日）
　　　　　　　　　☎０９０－１０４８－４３１５（小柳）

第４５回美浦柔剣道大会開催第４５回美浦柔剣道大会開催 木原小６年生が事業を体験木原小６年生が事業を体験

ソフトテニススポーツ少年団
潮来市長杯で２年連続優勝！
ソフトテニススポーツ少年団
潮来市長杯で２年連続優勝！

ジュニアスキー教室開催ジュニアスキー教室開催 村内小・中学校、
　美浦村役場の放射線量率



44広報みほ　平成２６年３月号広報みほ　平成２６年３月号13 広報みほ　平成２６年３月号

３人
（３．１２％）

区　分 住民基本台帳人口 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率（Ｂ/Ａ） （ 参　考 ）
平成２３年度の人件費率

平成２４年度 １７，１０１人 ５，７５５，０９０千円 １，４４９，６８０千円１６５，９３７千円 ２５．２％ ２４．６％

①人件費の状況（普通会計決算）

＊住民基本台帳人口は平成２５年３月３１日現在。人件費には、特別職に支給された給料・報酬等も含まれます。

１６人　

（１６．６７％）
１９人　

（１９．７９％）
３１人　

（３２．２９％）
１３人　

（１３．５４％）
４人

（４．１７％）
１０人　

（１０．４２％）

区　分
（標準的な職務）

１級
（主事補・主事）

２級
（主事）

３級
（主任・係長）

６級
（課長）

７級
（部長・次長）

４級
（係長・主査・主任主査）

５級
（主任主査・課長補佐・課長）

職 員 数
（ 構 成 比 ）

⑥一般行政職の級別職員数の状況（平成２５年４月１日現在）

⑦職員手当の状況

村職員の給与と定員管理等の状況を公表します村職員の給与と定員管理等の状況を公表します
職員の給与の状況

２７２，４００円

２３４，６００円

区　　分 経験年数１０年以上１５年未満

３２０，０００円

２８９，５００円

経験年数１５年以上２０年未満

３５５，９００円

３３３，４００円

経験年数２０年以上２５年未満

一般行政職
大学卒

高校卒

⑤職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成２５年４月１日現在）

区　　分

一般行政職
大学卒

高校卒

初任給月給

③職員の初任給の状況（平成２５年４月１日現在）

３２９，８００円

１７２，２００円

１４４，５００円

４３歳３月

３０６，７００円 ５１歳８月

区　分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職

技能労務職

④職員の平均給料月額（平成２５年４月１日現在）

区　分

平成２５年度

職員数（Ａ）
給　　　　　　与　　　　　　費

一人当たり（Ｂ/Ａ）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

②職員の給与費の状況（普通会計予算）

＊職員手当に退職手当は含まれません。給与費は１２月補正計上のものです。職員数は特別会計職員を除きます。

１４２人 ５５８，５０３千円 ６３，４０２千円 ２００，１１４千円 ８２２，０１９千円 ５，７８９千円

定員管理

○部門別職員数の状況（各年とも４月１日現在）

区　分

部　門

一般行政

特別行政

水　道

下 水 道

そ の 他

小　計

小　計

普　

通　

会　

計

特
別
会
計

合　　計

職 員 数 対前年
増減数 主な増減理由

平成２４年 平成２５年

０

０

▲２

▲１

▲２

▲３

▲１

▲１

▲４

１

０

０

１

０

０

０

▲３

１０１人

４４人

４４人

１４５人

５人

５人

１４人

２４人

１６９人

８人

１人

６人

２７人

１４人

３０人

３人

１００人

４２人

４２人

１４２人

５人

５人

１３人

２３人

１６５人

９人

１人

６人

１２人１２人

２４人

１５人

３０人

３人

児童館の指定管理者導入等による減

業務内容の充実による増

中学校給食民間委託、退職による減

企業誘致推進係移管による増

介護保険等担当の組織改編による減

議　会

総　務

税　務

民　生

衛　生

農林水産

商工（労働含む）

土　木

小　計

教　育

小　計

■お問合せ　役場総務課人事給与係☎８８５－０３４０内線２０４

他に生計の途がなく、主として職員の扶養を受け
ている扶養親族のある職員に支給

▼ 扶養手当（平成２５年４月１日現在）

通勤距離が２㎞以上で交通機関、自家用車等を利
用する職員に支給

▼ 通勤手当（平成２５年４月１日現在）

自ら居住するための住宅を借り受け、
月額１２，０００円を超える家賃を支払っている職員に
支給（限度額２７，０００円）

▼ 住居手当（平成２５年４月１日現在）

２２，５４９千円 ２４２千円

▼時間外手当（普通会計決算）

支給総額区　分

平成２４年度

一人当たり支給年額

▼退職手当（平成２５年４月１日現在）

自己都合区　分

勤続２０年

勤続２５年

勤続３５年

最高限度

勧奨・定年

１．２２５月分

２３．０３月分 ２８．７８７５月分

３２．８３月分 ３８．９５５月分

４６．５５月分 ５５．８６月分

５５．８６月分 ５５．８６月分

０．６７５月分

１．３７５月分 ０．６７５月分

２．６０月分 １．３５月分

▼期末・勤勉手当（平成２４年度支給割合）

期末手当区　分

６月期

１２月期

計

勤勉手当

年間２．９５月分

６６６，０００円

５４６，０００円

３２６，０００円

２９６，０００円

２８６，０００円

区　分

村　　長

副　村　長

議　　長

副　議　長

議　　員

給料・報酬月額 期末手当

⑧特別職の報酬等の状況（平成２５年４月１日現在）

お知らせ



12広報みほ　平成２６年３月号55 広報みほ　平成２６年３月号広報みほ　平成２６年３月号

子育て
ワンポイント

要予約発達相談（子育てや発達に関する相談）

ぴよぴよサロン＆プレママサロンでは、
毎月一度、保健師、助産師、栄養士さ
んによる個別の「育児相談（　）」を行
っています。（通常の自由遊びもあり）

開催時間内
出入り自由

予約必要なし

▼１～２歳：「一緒に」から「自分でやりたい」へ
　この年齢になると、服を脱ぎやすいように保護者
の声に合わせて手を上げる等、自分から着替えに関
わろうとします。保護者は子どもと同じ目線になっ
て、「バンザイしてね」等体を動かしやすい声掛けを
してみるといいでしょう。

▼２～３歳：「一人でやりたい」が強く出てきた子は
　「全部自分でやりたい」という気持ちが強くなり、
２歳前のようにさりげなく保護者が援助することさ
え嫌がる時もあります。そんな時は服の背中を上に、
ズボンは表側を上にして置き、手足を入れるとその
まま着られるように用意してみましょう。保護者が
出した服を嫌がり着ない場合は、着てほしい服を２
着見せ「どっちがいい？」と子どもに選んでもらうの
も一つの方法です。

着替えの援助

　

２
月
１
日
、
牛
久
市
で
開
催
さ

れ
た
男
女
共
同
参
画
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、「
人
は

独
り
で
は
生
き
て
い
ら
れ
な
い
社

会
的
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が

個
性
と
能
力
を
発
揮
し
輝
く
た
め

に
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

手
を
取
り
合
い
、
支
え
合
う
こ
と

が
大
切
。
子
育
て
・
教
育
に
焦
点

を
当
て
、
男
女
が
互
い
に
そ
の
人

権
を
尊
重
し
、
仕
事
と
生
活
の
調

和
と
明
日
に
向
か
っ
て
生
き
る
意

識
の
高
ま
り
を
求
め
る
。」と
い
う

趣
旨
で
、
市
民
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
講
演
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
お
や
じ
の
会
・
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
・
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
元
教

諭
・
県
子
ど
も
家
庭
課
長
等
６
人

の
方
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

男
女
が
お
互
い
に
支
え
合
っ
て
い

く
中
で
、
子
育
て
・
教
育
・
社
会

参
加
等
の
体
験
を
ふ
ま
え
て
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
さ
れ
、
そ
の
経
験

談
や
意
見
は
私
達
の
身
近
な
問
題

と
し
て
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
地
域
活
性
化
の

専
門
家
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
「
デ
フ

レ
の
正
体
」
著
者
の
藻
谷
浩
介
氏

に
よ
り
、「
今
こ
そ
、
地
域
の
発
展

は
男
女
共
同
参
画
か
ら
〜
未
来
を

担
う
子
ど
も
達
へ
〜
」
と
題
し
て

の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中

で
人
口
減
少
と
世
代
別
人
口
増
減

の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
問
題
点
を

あ
げ
、
地
域
発
展
の
解
決
策
の
一

つ
と
し
て
女
性
の
就
労
促
進
や
男

女
そ
れ
ぞ
れ
の
望
ま
し
い
姿
勢
を

語
ら
れ
、
地
域
活
性
化
の
鍵
は
女

性
経
営
者
の
増
加
で
あ
り
、
女
性

は
男
性
よ
り
物
を
買
い
、
楽
し
く

お
金
を
使
う
こ
と
で
消
費
者
の
感

性
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

人
口
減
少
社
会
の
到
来
や
急
速

な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
で
、

社
会
の
活
力
の
維
持
向
上
を
図
る

た
め
、
女
性
が
活
躍
で
き
る
経
済

社
会
の
構
築
が
今
、
求
め
ら
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
今
回
、
豊
富

な
デ
ー
タ
に
基
づ
く
理
論
的
か
つ

目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
視
点
で
の
講
演

内
容
に
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と

が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

　

相
手
の
こ
と
を「
怖
い
」と
感
じ

た
ら
そ
れ
は
Ｄ
Ｖ
の
サ
イ
ン
で
す
。

決
し
て
「
愛
さ
れ
て
い
る
証
拠
」

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
の
調
査
で

は
、
１０
人
に
１
人
が
何
度
も
暴
力

を
振
る
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
機
関
で
は
、
相
談
無
料
・

秘
密
厳
守
で
Ｄ
Ｖ
等
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
も
し
、
あ
な
た
や

家
族
、
友
人
で
Ｄ
Ｖ
に
遭
っ
て
い

る
人
が
い
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
、

ま
ず
は
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

・
茨
城
県
婦
人
相
談
所
☎
０
２
９

　

－

２
２
１

－

４
１
６
６
（
平
日

　

：

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
。
土

　

日
祭
日
は
午
後
５
時
ま
で
）

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ネ
ッ

　

ト「
ら
い
ず
」☎
０
２
９

－

２
２

　

２

－

５
７
５
７
（
水
・
金
曜
日

　
：

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
）
☎

　

０
２
９
４

－

３
６

－

５
２
６
０

　

（
月
曜
日

：

午
後
１
時
〜
４
時
）

「
う
し
く
男
・
女
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

２
０
１
４
」に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
　

山
本　

一
惠

ひ

と

ひ

と

み　

ほ　

文　

芸

二
月
の
俳
句
（
題　

当
季
雑
詠
）

（
五
十
音
順
）

寒
い
初
午
女
化
稲
荷
植
木
売
る
女
股
火
鉢　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
草
実

霜
の
大
地
に
力
の
限
り
老
い
が
打
ち
込
む
鍬
初
め　
　
　
　
　
　
　

飯
塚
筑
風

ソ
チ
の
五
輪
で
宙
飛
ぶ
沙
羅
の
目
指
す
初
回
の
金
メ
ダ
ル　
　
　

上
野
八
千
代

午
も
七
回
年
令
な
ど
忘
れ
若
い
気
持
ち
で
登
る
坂　
　
　
　
　
　
　

下
村
松
陽

息
を
の
む
よ
な
夜
明
け
の
シ
ョ
ー
に
霞
浦
の
水
面
の
初
日
の
出　
　

木
村
幸
子

帰
郷
し
た
旧
友
笑
顔
の
裏
に
苦
労
隠
し
た
ひ
の
え
午　
　
　
　
　
　

石
戸
葎
華

娘
等
に
囲
ま
れ
笑
顔
の
亡
夫
と
初
夢
で
嬉
し
い
古
希
の
宴　
　
　
　

本
橋
清
湖

初
の
デ
ー
ト
に
高
な
る
胸
を
秘
め
て
口
紅
そ
っ
と
ひ
く　
　
　
　

長
谷
川
悦
子

基
地
の
沖
縄
日
本
を
守
る
幸
を
祈
ろ
う
午
の
年　
　
　
　
　
　
　
　

沼
嵜
朋
香

ク
ラ
ス
仲
間
が
子
供
に
も
ど
り
心
ゆ
る
ん
で
午
前
様　
　
　
　
　
　

塚
本
夏
雲

昇
る
初
日
に
福
寿
を
祈
る
母
の
慈
愛
に
最
敬
礼　
　
　
　
　
　
　

小
薗
江
久
美

し
ん
と
静
ま
る
霞
ヶ
浦
を
赤
く
染
め
て
る
初
日
の
出　
　
　
　
　
　

磯
西
涼
香

心
通
わ
す
夫
婦
の
絆
午
後
の
ひ
と
と
き
テ
ィ
ー
タ
イ
ム　
　
　
　
　

伊
藤
葉
子

鮪
初
セ
リ
今
年
の
相
場
市
場
納
得
値
で
決
ま
る　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
一
歩

待
ち
に
待
っ
て
た
初
孫
抱
い
て
日
々
の
暮
ら
し
が
夢
と
な
る　
　
　

増
尾
青
蓮

満
州
・
日
中
戦
い
を
経
た
老
母
と
平
和
な
午
後
の
珈
琲　
　
　
　
　

山
﨑
笑
子

稲
荷
神
社
へ
寒
さ
の
中
を
参
る
初
午
幼
き
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
希
代

八
十
路
手
習
い
き
れ
い
に
な
れ
て
う
れ
し
初
舞
い
夢
心
地　
　
　
　

門
脇
悠
美

母
子
草
寄
り
添
ふ
て
咲
く
崩
れ
畦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
野
安
佐
子

竹
林
に
呑
ま
れ
し
草
家
月
氷
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
毛
恵
美
子

春
時
雨
濡
れ
た
る
石
の
淡
み
ど
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
八
千
帆

満
開
の
梅
に
動
か
ぬ
車
椅
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
野
洋
子

村
内
の
積
雪
ソ
チ
へ
誘
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
澤
は
し
め

春
立
ち
て
車
窓
に
日
射
し
た
っ
ぷ
り
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
柳
幸
子

乗
っ
込
み
の
濁
す
水
口
昼
の
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
早
苗

持
ち
上
げ
し
土
の
湿
り
て
蕗
の
た
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
輝
子

聞
き
流
す
事
も
身
に
付
き
冬
ぬ
く
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
葉
よ
し
ゐ

土
の
物
揺
れ
る
気
配
や
春
の
風　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
秀
子

無
口
な
り
小
指
を
立
て
て
恵
方
巻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎
き
み
枝

ほ
こ
ろ
び
て
卒
園
記
念
の
梅
大
樹　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
原
は
つ
い

正
調
俚
謡　

日
和
吟
社　

題
「
初
・
午｣

一
字
以
上
詠
み
込
み
有
季
無
季
随
意

ひ
と

は
じ

そ
ら

さ　

ら

う
ま

と　

し

と　

も

つ　

ま

ゆ　

め

し
じ
ょ
う

へ

は　

は

お
ち
ゃ

い
な
り

は
る
し
ぐ
れ

の

こ

に
ご

み
な
く
ち

い
ざ
な

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
に
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か
？

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
に
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か
？

共に輝くみほの会

男女がともに
輝くためために

（美浦村女性行政推進協議会）

男女がともに
輝くためために
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【
ひ
と
こ
と
助
言
】

　

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
に
関
す
る

相
談
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
中
で

も
１６
歳
未
満
の
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談

が
増
え
て
お
り
、
低
年
齢
化
が
見

ら
れ
ま
す
。
大
人
は
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
や
ゲ
ー
ム
機
等
に
つ
い
て
理

解
す
る
と
と
も
に
、
ゲ
ー
ム
の
料

金
体
系
、
決
済
方
法
等
に
つ
い
て

も
確
認
し
、
ゲ
ー
ム
の
遊
び
方
や

ル
ー
ル
に
つ
い
て
子
ど
も
と
よ
く

話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
管
理
に

は
十
分
注
意
を
し
、
子
ど
も
に
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
仕
組
み
等
を

教
え
る
こ
と
も
大
切
で
す
。 

（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
子
ど
も
サ

　

ポ
ー
ト
情
報
よ
り
抜
粋
）

【
ひ
と
こ
と
助
言
】

　

「
プ
ロ
向
け
フ
ァ
ン
ド
」と
は
、

プ
ロ
投
資
家
向
け
に
販
売
・
運
用

が
行
わ
れ
る
ハ
イ
リ
ス
ク
で
複
雑

な
商
品
で
す
が
、
制
度
上
証
券
会

社
等
の
プ
ロ
が
一
人
で
も
い
れ
ば

一
定
人
数
の
一
般
投
資
家
も
勧
誘

で
き
る
た
め
、
知
識
や
経
験
の
乏

し
い
高
齢
者
等
に
販
売
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
、
ト
ラ
ブ
ル
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　

プ
ロ
向
け
フ
ァ
ン
ド
の
業
者
は

金
融
庁
（
財
務
局
）
に
届
出
を
し

て
い
ま
す
が
、
信
用
が
保
証
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

プ
ロ
向
け
フ
ァ
ン
ド
で
は
、
被
害

回
復
が
難
し
い
ケ
ー
ス
が
多
々
あ

り
ま
す
。
取
引
内
容
が
理
解
で
き

な
い
場
合
は
、
絶
対
に
契
約
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
見
守
り
新

　

鮮
情
報
よ
り
抜
粋
）

【
ひ
と
こ
と
助
言
】

　

カ
バ
ノ
キ
科
（
シ
ラ
カ
ン
バ
、

ハ
ン
ノ
キ
等
）
の
花
粉
症
の
人
が

豆
乳
等
を
飲
ん
だ
際
に
ア
レ
ル
ギ

ー
を
発
症
す
る
事
例
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
カ
バ
ノ
キ
科
の
花
粉

症
の
あ
る
人
が
豆
乳
を
飲
む
際
に

は
、
少
量
ず
つ
摂
取
し
て
様
子
を

見
る
等
の
注
意
が
必
要
で
す
。

　

自
分
が
カ
バ
ノ
キ
科
の
花
粉
症

か
ど
う
か
は
、
医
療
機
関
の
血
液

検
査
で
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
見
守
り
新

　

鮮
情
報
よ
り
抜
粋
）

　

小
学
生
の
娘
に
親
の
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
を
渡
し
、
オ
ン

ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
で
遊
ば
せ
て

い
た
。
一
度
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
で
ア
イ
テ
ム
を
購
入
し
、

そ
の
後
も
１
回
１
０
０
円
程

度
な
ら
良
い
と
思
い
、
そ
の

都
度
親
が
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入

れ
て
購
入
さ
せ
て
い
た
。
し

か
し
、
後
日
カ
ー
ド
会
社
か

ら
の
請
求
額
が
８
万
円
に
な

っ
て
い
て
驚
い
た
。
ど
う
も

一
度
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
れ
る

と
、
そ
の
後
何
分
間
か
は
パ

ス
ワ
ー
ド
な
し
で
何
度
も
ア

イ
テ
ム
購
入
が
で
き
た
よ
う

だ
。
具
体
的
な
状
況
に
つ
い

て
は
、
娘
も
よ
く
覚
え
て
お

　

健
康
に
良
い
と
テ
レ
ビ
で

放
送
し
て
い
た
の
で
、
牛
乳

の
よ
う
な
も
の
だ
と
思
い
、

初
め
て
豆
乳
を
購
入
し
た
。

朝
、
１
８
０
Ｃ
Ｃ
く
ら
い
を

コ
ッ
プ
に
入
れ
て
一
気
に
飲

ん
だ
と
こ
ろ
、
す
ぐ
に
目
の

周
り
が
赤
く
、
か
ゆ
く
な
り
、

ひ
ど
く
腫
れ
て
し
ま
っ
た
。

自
分
は
豆
腐
や
納
豆
を
食
べ

て
も
大
丈
夫
で
あ
る
。
牛
乳

や
卵
で
ア
レ
ル
ギ
ー
に
な
る

こ
と
は
知
っ
て
い
た
が
、
豆

乳
で
ア
レ
ル
ギ
ー
に
な
る
と

は
知
ら
な
か
っ
た
。
豆
乳
ア

レ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
注
意
表

示
は
な
か
っ
た
。

　

（
当
事
者

：

６０
歳
代
女
性
）

【
事
例
１
】

　

業
者
か
ら
「
出
資
し
な
い

か
」
と
電
話
が
あ
り
、
そ
の

後
訪
問
を
受
け
た
。
仕
組
み

は
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
利

率
が
１０
〜
１２
％
と
の
説
明
を

受
け
、
家
族
に
内
緒
で
自
分

の
小
遣
い
か
ら
１０
万
円
出
資

し
た
。
後
日
約
款
を
読
ん
だ

と
こ
ろ
か
な
り
リ
ス
ク
が
高

い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
リ
ス

ク
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
た
ら
出
資
し
て
い
な
か
っ

た
。
国
の
機
関
で
認
め
ら
れ

た
業
者
で
あ
る
と
言
っ
て
い

る
が
本
当
か
。

　

（
当
事
者

：

７０
歳
代
男
性
） 

【
事
例
２
】

　

自
宅
に
投
資
組
合
か
ら
、

も
う
か
る
の
で
投
資
す
る
よ

う
勧
誘
の
電
話
が
か
か
っ
て

き
た
。「
金
融
庁
に
届
出
を
出

し
て
い
る
か
ら
悪
質
業
者
で

は
な
い
」
と
い
う
が
、
信
用

で
き
る
か
。

　

（
当
事
者

：

６０
歳
代
男
性
）

ら
ず
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と

は
分
か
ら
な
い
。
ど
う
対
応

し
た
ら
い
い
か
。

　
　

（
当
事
者

：

７
歳
女
児
）

豆
乳
等
に
よ
る

　
　

ア
レ
ル
ギ
ー
に
注
意
！

豆
乳
等
に
よ
る

　
　

ア
レ
ル
ギ
ー
に
注
意
！

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
管
理

は
大
丈
夫
？
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ

ー
ム
の
決
済
ト
ラ
ブ
ル

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
管
理

は
大
丈
夫
？
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ

ー
ム
の
決
済
ト
ラ
ブ
ル

届
出
業
者
だ
か
ら
安
心
？

「
プ
ロ
向
け
フ
ァ
ン
ド
」

　
　
　

の
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意

届
出
業
者
だ
か
ら
安
心
？

「
プ
ロ
向
け
フ
ァ
ン
ド
」

　
　
　

の
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意

◇村消費生活センター（消費生活相談全般）☎８８５－７１４１
　月・水・木・金　午前９時～正午、午後１時～４時
（相談受付は、午前は１１時３０分、午後は３時３０分まで。）
※相談員が不在の場合がありますので、電話でご確認ください。

◇消費者ホットライン（全国共通）☎０５７０－０６４－３７０

◇県警悪質商法１１０番（悪質業者に絡む各種相談）
　午前８時３０分～午後５時１５分　☎０２９－３０１－７３７９

まもろうよ みんなを

消費生活に関する相談は

ファミリーサポートセンター
～地域で子育ての支えあい

み
ん
な
で
遊
ぼ
う
！

み
ん
な
で
遊
ぼ
う
！

み
ん
な
で
遊
ぼ
う
！

〜
美
浦
村
子
育
て
広
場

〜
美
浦
村
子
育
て
広
場

〜
美
浦
村
子
育
て
広
場

児
童
館
幼
児
ク
ラ
ブ

　
　
　

登
録
児
募
集

自
由
参
加
型
の

　
　
　

子
育
て
広
場

　消費生活に関する
問合せ・相談は消費
 生活センターへ
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こ
こ
ろ
の
病
気

　

「
う
つ
病
」
と
は
？

こ
こ
ろ
の
相
談
会

排
泄
物
の
処
理
を
適
切
に

行
い
ま
し
ょ
う

犬
を
放
し
飼
い
に
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

生
後
３
カ
月
以
上
の
犬
は

登
録
し
、
狂
犬
病
予
防
注

射
を
接
種
し
ま
し
ょ
う

　

散
歩
中
に
ペ
ッ
ト
が
「
ふ
ん
」

を
し
た
と
き
に
は
、
必
ず
持
ち
帰

り
ま
し
ょ
う
。
猫
は
専
用
の
ト
イ

レ
で
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

ペ
ッ
ト
を
飼
う
と
い
う
こ
と
は
、

同
時
に
飼
い
主
と
し
て
の
責
任
が

伴
い
ま
す
。
既
に
ペ
ッ
ト
を
飼
っ

て
い
る
方
も
、
こ
れ
か
ら
飼
う
予

定
の
方
も
「
ル
ー
ル
を
守
り
」「
マ

ナ
ー
を
心
得
て
」
楽
し
く
快
適
に

ペ
ッ
ト
と
暮
ら
し
ま
し
ょ
う
。

　

生
後
３
カ
月
以
上
の
犬
は
、
登

録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
の
接
種
が
、

法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

犬
の
登
録
は
生
涯
で
１
回
で
す

が
、
狂
犬
病
予
防
注
射
は
毎
年
１

回
接
種
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

村
で
は
、
今
年
も
次
の
と
お
り
狂

犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す
の

で
必
ず
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

◇
費
用
（
１
頭
に
つ
き
）

･
登
録
を
済
ま
せ
て
い
る
場
合

　

３
４
０
０
円

･
狂
犬
病
予
防
注
射
と
登
録
を
す

　

る
場
合　

５
４
０
０
円

◇
日
時
･
場
所　

左
表
の
と
お
り

　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

村
で
行
う
狂
犬
病
予
防
接
種
は

左
表
の
３
日
間
の
み
で
す
。
こ
の

期
間
に
受
け
ら
れ
な
い
方
は
動
物

病
院
で
予
防
注
射
を
受
け
、
役
場

生
活
環
境
課
に
「
狂
犬
病
予
防
注

射
済
証
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
犬
の
死
亡
、
飼
い
主
や
所
在
地

の
変
更
等
に
つ
い
て
も
、
役
場

生
活
環
境
課
に
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

県
の
条
例
に
よ
り
、
犬
の
放
し

飼
い
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
散

歩
の
時
も
引
き
綱
は
必
ず
つ
け
ま

し
ょ
う
。

　

村
で
は
、
高
齢
者
に
よ
る
交
通

事
故
防
止
対
策
と
し
て
、
６５
歳
以

上
の
高
齢
者
の
方
が
自
主
的
に
運

転
免
許
の
全
部
を
返
納
し
た
場
合
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
と

村
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
登
録
料

お
よ
び
利
用
券
を
支
援
し
ま
す
。

◇
対
象
者　

満
年
齢
６５
歳
以
上
の

美
浦
在
住
の
方
で
、
平
成
２５
年

４
月
１
日
以
降
に
運
転
免
許
の

全
部
を
返
納
し
、
か
つ
村
税
を

完
納
し
て
い
る
方

◇
支
援
内
容　

住
民
基
本
台
帳
カ

　

ー
ド
交
付
、
美
浦
村
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
登
録
料
（
２
０
０
０

円
）
お
よ
び
利
用
券
（
９
０
０

０
円
分
）
を
支
援
し
ま
す
。

＊
一
人
１
回
限
り
と
な
り
ま
す
。

◇
申
請
方
法　

①
稲
敷
警
察
署
等
に
運
転
免
許
証

を
返
納
す
る
と
、「
申
請
に
よ
る

運
転
免
許
の
取
消
通
知
書
」
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

②
「
高
齢
者
運
転
免
許
自
主
返
納

支
援
事
業
申
請
書
」
に
必
要
事

項
を
記
載
の
う
え
、「
申
請
に
よ

る
運
転
免
許
の
取
消
通
知
書
」

を
添
え
て
役
場
生
活
環
境
課
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

お問合せ　生活環境課

生活環境生活環境
ペ
ッ
ト
と
の

　
　

快
適
な
生
活
を

ペ
ッ
ト
と
の

　
　

快
適
な
生
活
を

ル
ー
ル
を
守
り

　
　

マ
ナ
ー
を
心
得
て

ル
ー
ル
を
守
り

　
　

マ
ナ
ー
を
心
得
て

高
齢
者
運
転
免
許

自
主
返
納
支
援
事
業

高
齢
者
運
転
免
許

自
主
返
納
支
援
事
業

午前　９：００～　９：２０ 太田公民館

４
月
５
日
（
土
）

４
月
６
日
（
日
）

４
月
１２
日
（
土
）

実 施 日 時 場　　所

９：３５～　９：５５

１０：１０～１０：３０

１０：４５～１１：０５

午前　９：００～　９：２０

９：３５～　９：５５

１０：１０～１０：３０

１０：４５～１２：００

１１：２０～１１：４０

午後　１：００～　１：２０

２：４５～　３：０５

１：３５～　１：５５

午後　１：３０～　１：５０

２：０５～　２：２５

２：４０～　３：００

午前　９：００～　９：３０

９：４５～１０：１５

１０：３０～１０：５０

１１：０５～１１：２５

午後　１：００～　１：２０

１：３５～　１：５５

２：１０～　２：５０

２：１０～　２：３０

花見塚地区小公園

八井田公民館

根火公民館

見晴台公民館

土浦公民館

稲敷農協安中支店

大山公民館

大山東部集落センター

茂呂田園都市センター

大須賀津旧公民館

茨城かすみ農協本店

土屋地区農村集落センター

水道配水場下採石置場

布佐公民館

興津ふれあいセンター

上舟子公民館

下舟子コミュニティセンター

木原地区多目的集会施設

信太公民館

南原公民館

大谷公民館

美浦村役場

年１回、狂犬病予防注射を必ず接種しましょう。

狂犬病予防注射の実施日程
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毎
年
４
月
１
日
付
け
で
、
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証（
保
険
証
）

は
更
新
と
な
り
ま
す
の
で
、
新
し

い
保
険
証
を
３
月
末
日
ま
で
に
簡

易
書
留
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。
お

手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
保
険
証

の
記
載
内
容
に
間
違
い
が
な
い
か

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
現
在

ご
使
用
中
の
保
険
証
に
つ
い
て
は
、

有
効
期
限
経
過
後
に
各
自
で
責
任

を
持
っ
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
保
険
証
の
取
扱
い

・
必
ず
手
元
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

・
他
人
に
貸
し
た
り
、
借
り
る
こ

　

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
医
療
機
関
等
で
診
察
を
受
け
る

　

と
き
に
は
、
必
ず
窓
口
で
提
示

　

し
て
く
だ
さ
い
。

・
コ
ピ
ー
し
た
も
の
、
有
効
期
限

　

の
切
れ
た
も
の
は
使
え
ま
せ
ん
。

◎
保
険
証
の
有
効
期
限

　

村
か
ら
交
付
さ
れ
る
保
険
証
の

有
効
期
限
は
１
年
で
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て

　

い
る
場
合
は
、
有
効
期
限
の
短

　

い
保
険
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

有
効
期
限
が
切
れ
る
前
に
役
場

　

収
納
課
で
納
付
ま
た
は
納
税
相

　

談
を
行
い
、
有
効
期
限
の
延
長

　

を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

同
一
生
計
の
家
族
が
、
修
学
や

病
気
療
養
等
や
む
を
得
な
い
理
由

に
よ
り
家
族
と
離
れ
て
他
の
自
治

体
に
住
所
を
異
動
し
て
生
活
を
す

る
場
合
は
、
村
へ
届
出
を
す
れ
ば

使
用
中
の
保
険
証
と
は
別
の
「
遠

隔
地
保
険
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
遠
隔
地
保
険
証
が

交
付
さ
れ
て
い
る
方
も
、
保
険
証

の
有
効
期
限
切
れ
に
伴
い
、
更
新

の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◎
届
出
に
必
要
な
も
の

・
保
険
証
（
更
新
の
場
合
は
旧
遠

　

隔
地
保
険
証
）

・
認
印

・
住
民
票

・
病
気
療
養
等
、
施
設
に
入
所
す

　

る
場
合
は
入
所
証
明
書

・
修
学
の
場
合
は
在
学
証
明
書

＊
遠
隔
地
保
険
証
交
付
後
、
被
保

　

険
者
が
修
学
を
終
え
た
と
き
に

　

住
所
が
美
浦
村
に
戻
ら
な
い
場

　

合
は
、
村
の
国
保
の
加
入
資
格

　

を
失
い
ま
す
。
世
帯
主
は
、
該

　

当
者
に
つ
い
て
村
へ
資
格
喪
失

　

届
を
提
出
し
、
資
格
喪
失
者
の

　

遠
隔
地
保
険
証
を
返
却
し
て
く

　

だ
さ
い
。

・
転
入
、
出
生
、
職
場
の
健
康
保

　

険
か
ら
の
脱
退
等
に
よ
る
「
資

　

格
取
得
」

・
転
出
、
死
亡
、
職
場
の
健
康
保

　

険
へ
の
加
入
等
に
よ
る
「
資
格

　

喪
失
」

・
住
所
、
氏
名
等
の
変
更
に
よ
る

　

「
記
載
内
容
変
更
」

＊
世
帯
主
の
方
が
窓
口
に
届
け
出

　

て
く
だ
さ
い
。

＊
届
出
に
必
要
な
書
類
等
に
つ
い

　

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
保
険
証
の
紛
失
・
破
損

　

再
発
行
い
た
し
ま
す
の
で
、
身

分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
等
）
と

認
印
を
持
参
の
う
え
、
世
帯
主
の

方
が
窓
口
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

お問合せ
国保年金課国保係

国民健康保国民健康保険

　

現
在
、
期
間
限
定
の
軽
減
特
例

措
置
に
よ
り
、
医
療
機
関
の
窓
口

で
支
払
う
自
己
負
担
金
の
割
合
が

１
割
（
本
来
は
２
割
）
と
な
る
対

象
者
に
は
、「
高
齢
受
給
者
証
」
が

交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
軽
減
特
例
措
置
に
つ
い
て
、

平
成
２６
年
４
月
よ
り
段
階
的
に
見

直
し
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

対
象
者
に
新
し
い
高
齢
受
給
者
証

を
平
成
２６
年
３
月
末
日
ま
で
に
郵

送
に
よ
り
送
付
し
ま
す
（
保
険
証

と
は
別
に
郵
送
し
ま
す
）。

　

４
月
１
日
以
降
は
新
し
い
高
齢

受
給
者
証
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　

軽
減
特
例
措
置
の
対
象
者
は
、

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

７０
〜
７４
歳
の
方
の
う
ち
、「
現
役
並

み
所
得
者
」
以
外
の
方
で
す
。

　

な
お
、
次
に
該
当
す
る
方
に
は

高
齢
受
給
者
証
は
送
付
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

＊
平
成
２６
年
３
月
３１
日
ま
で
に
７５

　

歳
に
到
達
さ
れ
る
方
（
昭
和
１４

　

年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）

＊
医
療
費
の
一
部
自
己
負
担
金
の

　

割
合
が
３
割
の
「
現
役
並
み
所

　

得
者
」
の
方

国
民
健
康
保
険

  

被
保
険
者
証
の
更
新

家
族
と
離
れ
て
生
活
す
る

と
き
は
遠
隔
地
保
険
証
が

交
付
さ
れ
ま
す

家
族
と
離
れ
て
生
活
す
る

と
き
は
遠
隔
地
保
険
証
が

交
付
さ
れ
ま
す

高
齢
受
給
者
証
を

　

対
象
者
に
送
付
し
ま
す

高
齢
受
給
者
証
を

　

対
象
者
に
送
付
し
ま
す

村
へ
の
届
出
が

　
　
　
　

必
要
な
ケ
ー
ス

村
へ
の
届
出
が

　
　
　
　

必
要
な
ケ
ー
ス

年間収入金額
同一世帯の

７０歳以上７５歳未満
の国保被保険者数

１人

２人以上③

②

① ３８３万円未満

後期高齢者医療制度
加入者を含めて
合計５２０万円未満

合計５２０万円未満

　国民健康保険に加入している７０～７４歳の方のう
ち、住民税の課税所得が１４５万円以上の方、およ
びその同一世帯の方が該当となります。
　現役並み所得者は医療費の自己負担金の割合は
３割となります。ただし、下記の条件に該当する
方は、村への申請により２割負担（平成２６年４月
１日時点で７０歳以上の方は１割負担）となります。

「現役並み所得者」に該当する人は…「現役並み所得者」に該当する人は…

◎
保
険
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方

　

に
次
の
事
由
が
生
じ
た
と
き

介護保険
高
齢
者
虐
待
は

大
き
く
５
つ
に

分
類
さ
れ
ま
す

地
域
で
声
か
け
・

見
守
り
を
し
ま
し
ょ
う

高
齢
者
に
寄
り
添
い
、

大
事
に
し
ま
し
ょ
う

介
護
の
負
担
を
一
人
で

抱
え
込
ま
な
い
で

「自殺防止
　つながる“わ”・ささえる“わ”
　茨城いのちの絆キャンペーン」
　　　　　　　　　　　　実施中！
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国民健康保険

家
族
と
離
れ
て
生
活
す
る

と
き
は
遠
隔
地
保
険
証
が

交
付
さ
れ
ま
す

高
齢
受
給
者
証
を

　

対
象
者
に
送
付
し
ま
す

村
へ
の
届
出
が

　
　
　
　

必
要
な
ケ
ー
ス

「現役並み所得者」に該当する人は…

お問合せ
福祉介護課介護保険係

介護保介護保険

　

高
齢
者
虐
待
は
、
介
護
者
の
疲

れ
や
ス
ト
レ
ス
・
経
済
事
情
・
人

間
関
係
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

絡
み
合
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

　

特
に
頑
張
る
人
ほ
ど
介
護
負
担

を
一
人
で
抱
え
込
ん
で
し
ま
っ
て

心
身
と
も
に
疲
れ
果
て
、
心
な
ら

ず
も
「
虐
待
」
し
て
し
ま
う
ケ
ー

ス
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

高
齢
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
高

齢
者
に
対
し
て
人
権
を
侵
害
し
、

心
身
に
深
い
傷
を
負
わ
せ
る
こ
と

を
高
齢
者
虐
待
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
在
宅
に
限
ら
ず
、
介
護
保

険
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
も

同
じ
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
６５
歳
以
上
の
高

齢
者
に
対
す
る
次
の
よ
う
な
行
為

が
高
齢
者
虐
待
に
あ
た
り
ま
す
。

▼
身
体
的
虐
待

　

叩
く
、
蹴
る
、
つ
ね
る
、
や
け

ど
を
負
わ
せ
る
等
の
暴
力
を
振

る
っ
た
り
、
ベ
ッ
ド
に
縛
り
つ

け
た
り
す
る
こ
と

▼
心
理
的
虐
待

　

怒
鳴
り
つ
け
る
、
の
の
し
る
、

　

悪
口
を
言
う
、
意
図
的
に
無
視

す
る
等
心
理
的
苦
痛
を
与
え
る

こ
と

▼
経
済
的
虐
待

　

日
常
生
活
に
必
要
な
金
銭
を
渡

さ
な
い
・
使
わ
せ
な
い
、
本
人

の
不
動
産
や
年
金
・
預
金
等
の

財
産
を
取
り
上
げ
て
、
本
人
の

意
に
反
し
て
勝
手
に
使
っ
て
し

ま
う
こ
と

▼
介
護
・
世
話
の
放
棄
・
放
任

　

食
事
を
与
え
な
い
、
入
浴
を
さ

せ
な
い
、
お
む
つ
を
交
換
し
な

い
、
病
院
を
受
診
さ
せ
な
い
、

　

劣
悪
な
住
環
境
で
生
活
さ
せ
る

等
、
高
齢
者
の
身
体
・
精
神
状

態
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と

▼
性
的
虐
待

　

同
意
の
な
い
性
的
接
触
や
嫌
が

ら
せ
を
す
る
、
ま
た
は
排
泄
の

失
敗
に
対
す
る
罰
と
し
て
裸
で

放
置
す
る
こ
と

　

高
齢
に
な
る
と
、
身
体
動
作
が

ゆ
っ
く
り
に
な
っ
た
り
、
認
知
症

に
な
っ
た
り
、
物
忘
れ
を
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
理

解
し
、
温
か
く
接
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

　

虐
待
を
防
ぐ
に
は
、
家
族
や
地

域
の
方
が
介
護
に
対
し
て
理
解
を

し
、
問
題
を
抱
え
込
ま
な
い
こ
と

が
大
切
で
す
。
分
か
ら
な
い
こ
と

や
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
役
場
福
祉

介
護
課
内
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

地
域
の
人
は
、
高
齢
者
や
介
護

を
し
て
い
る
家
族
に
声
を
か
け
て

悩
み
や
疲
れ
等
に
気
づ
き
、
見
守

り
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・

◇
問
合
せ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
役
場
福
祉
介
護
課
内
）

☎
８
８
５

－

０
３
４
０

気
づ
い
て
防
ご
う

　
　

「
高
齢
者
虐
待
」

高
齢
者
虐
待
は

大
き
く
５
つ
に

分
類
さ
れ
ま
す

高
齢
者
虐
待
は

大
き
く
５
つ
に

分
類
さ
れ
ま
す

地
域
で
声
か
け
・

見
守
り
を
し
ま
し
ょ
う

地
域
で
声
か
け
・

見
守
り
を
し
ま
し
ょ
う

高
齢
者
に
寄
り
添
い
、

大
事
に
し
ま
し
ょ
う

高
齢
者
に
寄
り
添
い
、

大
事
に
し
ま
し
ょ
う

介
護
の
負
担
を
一
人
で

抱
え
込
ま
な
い
で

介
護
の
負
担
を
一
人
で

抱
え
込
ま
な
い
で

◎茨城いのちの電話
・つくば：☎０２９－８５５－１０００（毎日２４時間）
・水戸：☎０２９－２５５－１０００
　　　　　　　　　　（毎日午後１時～８時）
・フリーダイヤル：☎０１２０－７３８－５６６
　　　　　　　　　　　（毎月１０日・２４時間）

◎いばらきこころのホットライン
・平日：☎０２９－２４４－０５５６
・土日（フリーダイヤル）：☎０１２０－２３６－５６６
＊午前９時～正午、午後１時～４時。祝日・年
　末年始は休み。

　県内の一年間の自殺者数は約７００人（毎日２
人）という深刻な状況です。つらいこと・苦し
いことはひとりで抱えず、悩みを相談しましょ
う。あなたには相談できる人がいます。

「自殺防止
　つながる“わ”・ささえる“わ”
　茨城いのちの絆キャンペーン」
　　　　　　　　　　　　実施中！

「自殺防止
　つながる“わ”・ささえる“わ”
　茨城いのちの絆キャンペーン」
　　　　　　　　　　　　実施中！

　「消すまでは　心の警報　ＯＮのまま」を統一標
語に、３月１日（土）から３月７日（金）まで全国
一斉に春季全国火災予防運動が実施されます。
この運動は火災が発生しやすい気候となる時季
を迎え、火災予防思想の普及を図り、火災の発
生を未然に防止することで、高齢者等の死者の
発生を減少させ、財産の損失を防ぐことを目的
としています。
　また、消防法の改正により、住宅用火災警報
器の設置が新規住宅では平成１８年６月から、既
存住宅では平成２３年６月１日以降義務化されま
した。住宅用火災警報器は住宅防火対策の切り
札として多くの人命が守られた事例が数多く報
告されており、設置義務化がスタートしてから
死者数が減少しています。まだ設置していない
ご家庭では設置のご協力をお願いいたします。

春季全国火災予防運動

＊消防職員を装った悪質な訪問販売や詐欺等が多く
　発生しております。十分注意しましょう。

□問合せ　江戸崎消防署美浦出張所☎８８５－０１６４
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村
で
は
、
毎
月
最
終
月
曜
日
の

午
後
に
、「
こ
こ
ろ
の
相
談
会
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

予
約
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
役
場
福
祉
介
護
課
ま

で
お
電
話
に
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・

◇
問
合
せ　

役
場
福
祉
介
護
課
☎

　

８
８
５

－

０
３
４
０

　

春
の
足
音
が
聞
こ
え
て
く
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
気
温
や
気
圧

の
変
化
が
激
し
く
な
り
、
身
体
や

精
神
に
も
影
響
す
る
季
節
で
す
。

　

不
眠
が
続
く
、
疲
れ
や
す
い
、

頭
が
重
い
、
頭
痛
・
耳
鳴
り
・
め

ま
い
が
す
る
、
肩
こ
り
が
ひ
ど
い
、

便
秘
や
下
痢
等
の
様
々
な
症
状
で

ス
ト
レ
ス
が
体
に
表
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
気
分
が
沈
む
、
楽
し

さ
を
感
じ
ら
れ
な
い
等
の
症
状
が

２
週
間
以
上
続
き
、
普
段
の
生
活

に
も
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
あ
る

場
合
は
「
う
つ
病
」
の
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。

　

う
つ
病
は
誰
も
が
か
か
る
可
能

性
の
あ
る
疾
患
で
す
が
、
う
つ
病

に
な
り
や
す
い
性
格
が
あ
る
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
う
つ
病
に
な
り
や
す
い
性
格

・
正
義
感
や
責
任
感
が
強
い

・
ま
じ
め
で
几
帳
面

・
仕
事
熱
心
で
コ
ツ
コ
ツ
と
努
力

　

す
る

・
完
璧
主
義

・
気
さ
く
で
人
づ
き
合
い
が
良
い

　

日
本
で
は
平
成
２３
年
ま
で
１４
年

連
続
で
自
殺
者
数
が
３
万
人
を
超

え
て
い
ま
し
た
。
平
成
２４
年
に
は

３
万
人
を
下
回
り
ま
し
た
が
、
先

進
国
の
中
で
は
自
殺
率
が
高
い
国

の
ひ
と
つ
で
す
。

　

う
つ
病
に
か
か
っ
て
い
る
人
は
、

症
状
が
悪
化
す
る
と
や
が
て
自
ら

命
を
絶
つ
こ
と
を
考
え
る
ケ
ー
ス

が
増
え
て
き
ま
す
。
そ
う
し
た
状

況
に
陥
ら
な
い
た
め
、
周
囲
の
人

が
早
め
に
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
あ
げ

る
こ
と
が
非
常
に
大
切
に
な
っ
て

き
ま
す
。

　

自
殺
を
考
え
る
人
は
さ
ま
ざ
ま

な
サ
イ
ン
を
発
し
て
い
る
こ
と
が

多
い
も
の
で
す
。
周
囲
の
人
た
ち

は
、
次
の
よ
う
な
サ
イ
ン
を
見
逃

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
う
つ
病
悪
化
の
サ
イ
ン
の
目
安

・
口
数
が
減
っ
て
元
気
が
な
い

・
消
え
て
し
ま
い
た
い
、
死
ん
だ

　

ら
楽
に
な
る
等
を
口
に
す
る

・
大
量
の
酒
を
飲
む
よ
う
に
な
る

・
身
だ
し
な
み
や
健
康
に
気
を
遣

　

わ
な
く
な
る

・
身
の
周
り
の
物
を
片
付
け
だ
す

・
長
い
間
会
っ
て
い
な
い
親
戚
や

　

友
人
に
連
絡
を
と
る

　

周
囲
に
こ
の
よ
う
な
人
が
い
た

ら
、
積
極
的
に
「
声
か
け
」
を
し

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
も
し
、
相
手

が
話
を
始
め
た
ら
、
し
っ
か
り
と

話
を
聞
い
て
あ
げ
る
こ
と
に
専
念

し
ま
す
。
そ
の
時
、
こ
ん
な
言
葉

は
禁
物
で
す
。

▼
話
し
て
は
い
け
な
い
内
容

・「
頑
張
っ
て
」等
、
安
易
に
激
励

　

す
る
こ
と
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

・「
あ
な
た
に
も
原
因
が
あ
る
」等
、

　

相
手
を
否
定
す
る
よ
う
な
言
動

　

は
控
え
ま
し
ょ
う
。

・「
命
を
粗
末
に
し
て
は
だ
め
だ
」

　

等
、
一
般
論
を
押
し
付
け
な
い

　

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

自
殺
を
し
た
い
と
打
ち
明
け
ら

れ
て
も
あ
わ
て
ず
に
、
落
ち
着
い

て
話
を
う
け
と
め
、
医
療
機
関
等

の
専
門
家
に
「
つ
な
ぐ
」
よ
う
に

し
ま
す
。
直
接
連
絡
を
取
り
、
可

能
で
あ
れ
ば
一
緒
に
同
行
し
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
。

　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・

◇
問
合
せ　

健
康
増
進
課
（
保
健

　

セ
ン
タ
ー
）
☎
８
８
５

－

１
８

　

８
９

　

稲
敷
地
域
医
療
連
絡
協
議
会
で

は
、「
街
の
保
健
室
」
を
開
催
し
ま

す
。
東
京
医
科
大
学
茨
城
医
療
セ

ン
タ
ー
看
護
部
の
看
護
師
に
よ
る

健
康
相
談
で
す
。
健
康
に
関
す
る

相
談
と
血
圧
測
定
・
体
脂
肪
測
定

・
血
管
年
齢
測
定
を
行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

３
月
１５
日（
土
）午
前
１０

　

時
〜
１１
時
３０
分

◇
会
場　

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
美
浦
店

　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・

◇
問
合
せ　

健
康
増
進
課
（
保
健

　

セ
ン
タ
ー
）
☎
８
８
５

－

１
８

　

８
９

こ
こ
ろ
の
病
気

　

「
う
つ
病
」
と
は
？

こ
こ
ろ
の
病
気

　

「
う
つ
病
」
と
は
？

こ
こ
ろ
の
相
談
会

こ
こ
ろ
の
相
談
会

休　日　当　番　医
診療時間：午前９時～午後４時
都合により当番医を変更することがあります。
※お問合せ先：なるしま内科医院☎８６９－４８２０

４
　

月

３
　

月

なるしま内科医院

和 田 医 院

阿 見

稲 敷

２３日

㈰

３０日

㈰

お お さ わ 眼 科

角崎クリニック

阿 見

稲 敷

☎８４３－７２７２

☎０２９７－８７－６０３０

２１日

㈮

阿見第一クリニック

坂本耳鼻咽喉科医院

阿 見

稲 敷

☎８８７－３５１１

☎８９２－２６２７

☎８６９－４８２０

☎８９４－２４１２

１６日

㈰

あみ小林クリニック

江 戸 崎 病 院

　６日

㈰

☎８３０－５１５１

☎８９２－０２６２

阿 見

稲 敷

阿 見

稲 敷

☎８８８－２２００

☎８９４－２６１１

まつばらウィメンズクリニック

江 戸 崎 眼 科

「
街
の
保
健
室
」へ

生活環境
ペ
ッ
ト
と
の

　
　

快
適
な
生
活
を

ル
ー
ル
を
守
り

　
　

マ
ナ
ー
を
心
得
て

高
齢
者
運
転
免
許

自
主
返
納
支
援
事
業

お元気
　ですか
　　
保健師です
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豆
乳
等
に
よ
る

　
　

ア
レ
ル
ギ
ー
に
注
意
！

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
管
理

は
大
丈
夫
？
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ

ー
ム
の
決
済
ト
ラ
ブ
ル

届
出
業
者
だ
か
ら
安
心
？

「
プ
ロ
向
け
フ
ァ
ン
ド
」

　
　
　

の
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意

　

子
育
て
に
奮
闘
さ
れ
て
い
る
皆

さ
ん
が
集
い
、
子
育
て
に
つ
い
て

の
情
報
交
換
や
交
流
が
で
き
る
場
、

そ
れ
が
「
子
育
て
広
場
」
で
す
。

　

各
広
場
と
も
お
申
込
み
は
不
要

で
、
開
催
時
間
内
は
出
入
り
自
由

と
な
っ
て
い
ま
す
。
対
象
年
齢
や

開
催
場
所
・
時
間
等
は
、「
美
浦
村

子
育
て
情
報
」（
今
月
号
は
１２
ペ
ー

ジ
）
や
子
育
て
カ
レ
ン
ダ
ー
で
ご

確
認
の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
よ
ち
よ
ち
ル
ー
ム

　

１
歳
児
（
平
成
２６
年
４
月
２
日

〜
平
成
２７
年
４
月
１
日
の
間
に

２
歳
に
な
る
子
）
を
メ
イ
ン
と

し
た
広
場
で
す
。
前
半
は
お
も

ち
ゃ
遊
び
、
後
半
は
紙
芝
居
や

リ
ズ
ム
遊
び
、
簡
単
な
工
作
、

　

運
動
遊
び
、
楽
器
遊
び
等
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
プ
レ
参
加
と

し
て
１
歳
の
お
誕
生
日
を
過
ぎ

た
お
子
さ
ん
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

初
め
て
の
広
場
参
加
に
お
勧
め

で
す
。
通
常
は
お
も
ち
ゃ
遊
び

や
触
れ
合
い
遊
び
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
月
に
一
度
、
保
健
師

･
助
産
師
･
栄
養
士
に
よ
る
育

児
相
談
を
開
催
し
ま
す
。
妊
婦

さ
ん
は
、
先
輩
マ
マ
の
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
、
赤
ち
ゃ
ん
と

も
触
れ
合
え
る
い
い
機
会
で
す
。

◎
エ
ン
ジ
ョ
イ
子
育
て

　

子
育
て
中
の
親
子
が
、
地
域
の

方
と
交
流
し
な
が
ら
遊
び
ま
す
。

季
節
の
行
事
や
お
さ
が
り
会
、

　

誕
生
会
等
、
一
年
を
通
し
て
多

彩
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
子
育
て
ほ
っ
と
ル
ー
ム

　

お
部
屋
に
は
絵
本
コ
ー
ナ
ー
や

お
も
ち
ゃ
等
が
あ
り
ま
す
。
時

間
を
持
て
余
し
て
い
て
気
分
を

変
え
た
い
と
き
や
、
ほ
っ
と
一

息
つ
き
た
い
と
き
に
遊
び
に
来

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

こ
れ
ま
で
、
ど
の
子
育
て
広
場

に
も
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
方
を

対
象
に
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
！
子
育
て

広
場
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

お
も
ち
ゃ
で
の
自
由
遊
び
や
年

齢
別
座
談
会
、
保
育
士
に
よ
る
手

遊
び
等
を
行
い
ま
す
。

※
参
加
者
に
は
村
の
身
近
な
情
報

が
掲
載
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
差
し
上
げ
ま
す
。

◇
対
象　

子
育
て
広
場
に
参
加
し

た
こ
と
が
な
い
「
２
カ
月
児
〜

未
就
園
児
・
妊
婦
さ
ん
」

◇
日
時　

４
月
１６
日（
水
）午
前
１０

時
３０
分
〜
正
午
（
予
約
不
要
）

◇
場
所　

木
原
地
区
多
目
的
集
会

施
設
和
室

◇
問
合
せ　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ

　

ー
☎
８
８
５

－

６
５
１
１

　

児
童
館
で
は
２
歳
児
親
子
を
対

象
に
、
年
間
を
通
し
て
運
動
遊
び
、

リ
ズ
ム
遊
び
、
季
節
の
行
事
等
を

行
う
幼
児
ク
ラ
ブ
（
た
ま
ご
ク
ラ

ス
）
の
登
録
児
を
募
集
し
ま
す
。

◇
対
象　

平
成
２３
年
４
月
２
日
〜

平
成
２４
年
４
月
１
日
生
ま
れ

◇
活
動
日
時
・
場
所　

《
火
曜
ク
ラ
ス
》

＊
日
時　

火
曜
日
の
午
前
１０
時
〜

１１
時
（
５
月
１３
日（
火
）開
講
）

＊
場
所　

木
原
城
山
児
童
館

《
水
曜
ク
ラ
ス
》

＊
日
時　

水
曜
日
の
午
前
１０
時
〜

１１
時
（
５
月
１４
日（
水
）開
講
）

＊
場
所　

大
谷
時
計
台
児
童
館

◇
定
員　

各
ク
ラ
ス
親
子
２０
組
程

度
（
定
員
を
越
え
た
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
）

◇
年
会
費　

５
０
０
０
円
（
弟
妹

は
４
５
０
０
円
）

◇
申
込
方
法　

印
鑑
を
持
参
の
う

え
、
児
童
館
に
て
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。（
申
請
用
紙
は
児
童
館

に
あ
り
ま
す
）

＊
受
付
期
間

：

４
月
１４
日（
月
）〜

１６
日（
水
）午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時

◇
申
込
・
問
合
せ　

大
谷
時
計
台

児
童
館
☎
８
８
５

－

０
５
９
７
、

木
原
城
山
児
童
館
☎
８
８
５

－

１
０
６
４

◎
ぴ
よ
ぴ
よ
サ
ロ
ン
＆
プ
レ
マ
マ

　

サ
ロ
ン

▼
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
！
子
育
て
広
場
」

ファミリーサポートセンターファミリーサポートセンター
～地域で子育ての支えあい～地域で子育ての支えあい

◇対象　※随時募集しています。（登録無料）
　利用会員…概ね０歳６カ月児～小学６年
　生の保護者／協力会員…育児に関する知
　識・経験がある人（要研修）

◇利用料金　最初の１時間が６００円、以降
　３０分ごとに３００円（兄弟が１人増えるご
　とに３０分１００円を加算）。

◇利用時間　午前９時～午後５時（時間外
　の利用は応相談）

◇申込・問合せ
　子育て支援センター☎８８５－６５１１

　子育ての手助けをして欲しい人と、手助
けをしたい人が登録をし、相互に助け合う
有料の子育て支援です。仕事や通院などで
お子さんをみれないときに、協力会員（サ
ポーター）がお子さんをお預かりします。

み
ん
な
で
遊
ぼ
う
！

み
ん
な
で
遊
ぼ
う
！

み
ん
な
で
遊
ぼ
う
！

み
ん
な
で
遊
ぼ
う
！

〜
美
浦
村
子
育
て
広
場

〜
美
浦
村
子
育
て
広
場

〜
美
浦
村
子
育
て
広
場

〜
美
浦
村
子
育
て
広
場

児
童
館
幼
児
ク
ラ
ブ

　
　
　

登
録
児
募
集

児
童
館
幼
児
ク
ラ
ブ

　
　
　

登
録
児
募
集

児
童
館
幼
児
ク
ラ
ブ

　
　
　

登
録
児
募
集

自
由
参
加
型
の

　
　
　

子
育
て
広
場

自
由
参
加
型
の

　
　
　

子
育
て
広
場

自
由
参
加
型
の

　
　
　

子
育
て
広
場
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毎月、親子でできる簡単
な遊びや子育てのコツを
紹介していきます。

子育て
ワンポイント
子育て
ワンポイント

※各子育て広場の詳細と、開催場所（都合により変更する場合があります）については、役場・中央公
　民館・保健センターに設置している「子育てカレンダー（毎月発行）」でご確認ください。
※どの子育て広場も「子育て支援センターのスタッフ」が担当しています。

　問合せ　子育て支援センター（木原地区多目的集会施設内） ☎８８５－６５１１＊午前９時から午後４時３０分まで

　◇対象　０歳児～学童　　◇場所　予約時にお知らせします。
　◇予約方法　子育て支援センターに電話で予約してください。　※発達相談員が担当しています。

要予約要予約

　ぴよ
ぴよ
ほっ

　ぴよ
ぴよ
ほっ

　ぴよ
ぴよ
ほっ

　わい
ほっ

　ぴ
エン
ほっ

　ぴよ
よち
ほっ

　ぴよ
よち
ほっ

　ぴよ
よち
ほっ

　ぴよ
ほっ

　わい
ほっ

　わい
ほっ

　ぴよ
エン
ほっ

　ぴよ
エン
ほっ

　ぴよ
ほっ

　ぴよ
よち
ほっ

　わい
ほっ

　ぴよ
ほっ

　わい
ほっ

　ぴ
ほっ

　わい
ほっ

　わい
ほっ

　わい
ほっ

月 火 水 木 金 土日

発達相談（子育てや発達に関する相談）発達相談（子育てや発達に関する相談）

ぴよぴよサロン＆プレママサロンでは、
毎月一度、保健師、助産師、栄養士さ
んによる個別の「育児相談（　）」を行
っています。（通常の自由遊びもあり）

ぴよぴよサロン＆プレママサロンでは、
毎月一度、保健師、助産師、栄養士さ
んによる個別の「育児相談（　）」を行
っています。（通常の自由遊びもあり）

ほっ：子育てほっとルーム（午前９時～午後４時）
　◇対象　０歳～就園前　　◇場所　子育て支援センター

エン：エンジョイ子育て（午前１０時～正午）
　◇対象　０歳～就園前　　◇場所　木原地区多目的集会施設和室、または村内の公園・公共施設

よち：よちよちルーム（午前１０時～正午）
　◇対象　１歳児（Ｈ２３．４．２～Ｈ２４．４．１生）　◇場所　木原地区多目的集会施設和室

ぴよ：ぴよぴよサロン＆プレママサロン
（通常：午前１０時～正午、ＰＭ：午後１～３時）
　◇対象　２カ月～１歳未満、妊婦さん
　◇場所　木原地区多目的集会施設和室

開催時間内
出入り自由
開催時間内
出入り自由

予約必要なし予約必要なし４月の
子育て広場

▼１～２歳：「一緒に」から「自分でやりたい」へ
　この年齢になると、服を脱ぎやすいように保護者
の声に合わせて手を上げる等、自分から着替えに関
わろうとします。保護者は子どもと同じ目線になっ
て、「バンザイしてね」等体を動かしやすい声掛けを
してみるといいでしょう。

▼２～３歳：「一人でやりたい」が強く出てきた子は
　「全部自分でやりたい」という気持ちが強くなり、
２歳前のようにさりげなく保護者が援助することさ
え嫌がる時もあります。そんな時は服の背中を上に、
ズボンは表側を上にして置き、手足を入れるとその
まま着られるように用意してみましょう。保護者が
出した服を嫌がり着ない場合は、着てほしい服を２
着見せ「どっちがいい？」と子どもに選んでもらうの
も一つの方法です。

▼１～２歳：「一緒に」から「自分でやりたい」へ
　この年齢になると、服を脱ぎやすいように保護者
の声に合わせて手を上げる等、自分から着替えに関
わろうとします。保護者は子どもと同じ目線になっ
て、「バンザイしてね」等体を動かしやすい声掛けを
してみるといいでしょう。

▼２～３歳：「一人でやりたい」が強く出てきた子は
　「全部自分でやりたい」という気持ちが強くなり、
２歳前のようにさりげなく保護者が援助することさ
え嫌がる時もあります。そんな時は服の背中を上に、
ズボンは表側を上にして置き、手足を入れるとその
まま着られるように用意してみましょう。保護者が
出した服を嫌がり着ない場合は、着てほしい服を２
着見せ「どっちがいい？」と子どもに選んでもらうの
も一つの方法です。

着替えの援助着替えの援助

７６

５

８ ９

４１ ２ ３

１８１７１６１５１４

２６

１９

１１１０ １２

２５２４２３

３０

２２

２９

２１２０

１３

２８２７

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
に
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か
？

男女がともに
輝くために
男女がともに
輝くために
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村職員の給与と定員管理等の状況を公表します
　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
皆
さ

ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
善
意

の
お
金
の
中
か
ら
、
小
中
学
校
・

高
等
学
校
に
入
学
さ
れ
る
交
通
遺

児
に
入
学
祝
金
を
お
贈
り
し
ま
す
。

◇
対
象　

次
の
両
方
の
要
件
を
満

た
す
方

・
平
成
２６
年
３
月
１
日
現
在
、
交

通
遺
児
で
あ
り
、
か
つ
村
内
に

在
住
し
て
い
る
方

・
平
成
２６
年
４
月
に
村
立
小
中
学

校
、
県
立
の
高
等
学
校
お
よ
び

特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
・
中

学
部
・
高
等
部
に
入
学
す
る
児

童
･
生
徒

◇
受
付
期
限　

３
月
２０
日（
木
）

＊
自
己
申
請
と
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
・
問
合
せ　

社
会
福
祉
協

議
会

　

結
婚
等
に
よ
り
氏
名
や
本
籍
の

県
名
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

こ
れ
ま
で
「
記
載
事
項
の
訂
正
」

申
請
が
で
き
ま
し
た
が
、
旅
券
法

改
正
に
よ
り
こ
の
制
度
が
廃
止
さ

れ
、
３
月
２０
日（
木
）か
ら
「
記
載

事
項
変
更
旅
券
」
と
い
う
新
た
な

方
式
の
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
受
付

が
開
始
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
パ
ス

ポ
ー
ト
の
申
請
・
受
領
は
住
民
登

録
の
あ
る
市
町
村
の
窓
口
で
す
。

◇
問
合
せ　

役
場
住
民
課

　

中
央
公
民
館
で
は
、
み
ほ
文
化

講
座
の
内
容
を
村
民
の
皆
様
に
広

く
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、
講
座

生
募
集
の
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
前

に
「
平
成
２６
年
度
み
ほ
文
化
講
座

の
体
験
・
見
学
会
」
を
実
施
し
ま

す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。（
詳
細
に
つ
い
て
は
下

表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

※
平
成
２６
年
度
み
ほ
文
化
講
座
受

講
生
募
集
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

４
月
１
日（
火
）の
新
聞
折
込
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
広
報

み
ほ
４
月
号
に
も
掲
載
を
予
定

し
て
い
ま
す
）

◇
問
合
せ　

中
央
公
民
館

平
成
２６
年
度
み
ほ
文
化

講
座
体
験
・
見
学
会

お知らせお知らせお知らせ

美 浦 村 役 場

中 央 公 民 館

中央公民館図書室

文 化 財 セ ン タ ー

光と風の丘公園クラブハウス

保 健 セ ン タ ー

美浦水処理センター
（ 上 下 水 道 課 ）

大谷時計台児童館

木 原 城 山 児 童 館

大 谷 保 育 所

木 原 保 育 所

社 会 福 祉 協 議 会

老人福祉センター

デイサービスセンター

シルバー人材センター

美浦村ホームページアドレス
　　　http://www.vill.miho.lg.jp/

Ｅメール　info@vill.miho.lg.jp

☎８８５－０３４０

☎８８５－４４５１

☎８８５－８４４２

☎８８６－０２９１

☎８８５－６７１１

☎８８５－１８８９

☎８８５－０７２０
☎８８５－８８９９

☎８８５－０５９７

☎８８５－１０６４

☎８８５－１５４９

☎８８５－４４８８

☎８８５－００３８

☎８８５－７０８０

☎８８５－８８８５

☎８８６－０００７

【みほ文化講座体験・見学会：各会場と日程】

※会場は中央公民館の各会場（下表参照）になります。時間内は出入り自由。体験の人数には限りがあります。

パ
ス
ポ
ー
ト
記
載
事
項
訂
正

手
続
き
の
変
更
に
つ
い
て　

交
通
遺
児
新
１
年
生
に　

入
学
祝
金
を
贈
呈
し
ま
す

開催講座名 会　場 時　間日　付

トール・ペイント １階創作室 午前１０時～１２時３０分

着付け ２階和室 午前１０時～１２時・午後１時～３時

裏千家茶道 ２階和室 午前１０時～午後１時

（夜間）透明水彩画 ２階学習室 午前１０時～１２時・午後１時～３時

レカン（花の宝石箱） ２階学習室 午前１０時～１２時・午後１時～３時

こどもの絵画・工作教室 ２階学習室 午前１０時～１２時・午後１時～３時

絵てがみ ２階小会議室 午前１０時～１２時・午後１時～３時

健康かんたん尺八 ２階視聴覚室 午前１０時～１２時・午後１時～３時

（短期）自分を輝かせる色 ２階会議室 午前１０時～１２時

いけ花・小原流 １階創作室 午前１０時～１２時・午後１時～３時

（夜間）いけばな・龍生流 １階創作室 午前１０時～１２時・午後１時～３時

フォークダンス １階大ホール 午前１０時～１２時

初めてのやさしく楽しいフラメンコ １階大ホール 午後１時～３時

初めてのオカリナ １階ロビー 午前１０時～１２時・午後１時～３時

二八（にはち）手打ちそば １階ロビー 午前１０時～１２時・午後１時～３時

３月２０日（木）

３月２９日（土）
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第４５回美浦柔剣道大会開催 木原小６年生が事業を体験

ソフトテニススポーツ少年団
潮来市長杯で２年連続優勝！

ジュニアスキー教室開催

あ
な
た
も
相
談
員
に
な
り
ま

せ
ん
か
〜
い
の
ち
の
電
話
〜

江
戸
崎
総
合
高
校
合
同
発

表
会（
演
劇
・
吹
奏
楽
）　

　

後
納
制
度
は
、
過
去
１０
年
間
に

納
め
忘
れ
た
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
で
、
将
来
の
年
金
額
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。
ま

た
、
年
金
を
受
給
で
き
な
か
っ
た

方
は
後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

で
年
金
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
過
去
１０
年
以
内
に
納
め

忘
れ
の
保
険
料
が
あ
る
方
は
、
ぜ

ひ
後
納
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
後
納
制
度
が
利
用
で
き

る
期
限
は
平
成
２７
年
９
月
３０
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
お
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

既
に
後
納
制
度
を
申
し
込
ま
れ

た
方
で
、
平
成
１６
年
４
月
以
降
分

の
後
納
保
険
料
の
納
付
が
お
済
み

で
な
い
方
は
、
納
付
書
に
記
載
さ

れ
た
使
用
期
限
（
平
成
２６
年
３
月

３１
日
）
ま
で
に
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
使
用
期
限
ま
で
に

納
付
で
き
な
か
っ
た
方
が
平
成
２６

年
４
月
以
降
に
納
付
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
新
た
な
加
算
額
に
よ

る
納
付
書
を
発
行
し
ま
す
。
詳
し

く
は
「
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
」
ま
た
は
お
近
く
の
年
金

事
務
所
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

・
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
☎
０
５
７

０

－

０
１
１

－

０
５
０

＊
０
５
０
で
始
ま
る
電
話
か
ら
お

か
け
に
な
る
場
合

：

☎
０
３

－

６
７
３
１

－

２
０
１
５

・
受
付
時
間　

火
〜
金
曜
日

：

午

前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

（
月
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
）、

　

第
２
土
曜
日

：

午
前
９
時
３０
分

〜
午
後
４
時

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
、
翌
日

以
降
の
開
所
日
初
日
に
午
後
７

時
ま
で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

※
第
２
土
曜
日
を
除
く
土
・
日
・

祝
日
・
１２
月
２９
日
〜
１
月
３
日

は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

※
お
問
合
せ
の
際
は
基
礎
年
金
番

号
が
分
か
る
も
の
を
ご
用
意
く

だ
さ
い
。

　

地
元
出
身
の
元
全
日
本
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
・
ミ
ズ
ノ（
株
）沼
崎
優
子

さ
ん
を
招
き
、
小
学
生
・
中
学
生

と
そ
の
保
護
者
の
方
も
一
緒
に
体

験
で
き
る
初
心
者
向
け
の
講
習
会

を
行
い
ま
す
。
正
し
い
ラ
ケ
ッ
ト

の
使
い
方
等
、
お
父
さ
ん
や
お
母

さ
ん
も
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
子
さ
ん
と

笑
顔
で
一
緒
に
運
動
し
ま
し
ょ
う
。

＊
道
具
は
こ
ち
ら
で
準
備
し
ま
す
。

　

動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て

　

く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

３
月
１６
日（
日
）午
後
１

時
〜
３
時

◇
会
場　

光
と
風
の
丘
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト

◇
参
加
費　

３
０
０
円（
保
険
料
込
）

◇
主
催　

美
浦
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

◇
後
援　

美
浦
村
体
育
協
会
・
美

浦
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部

◇
問
合
せ　

小
柳
☎
０
９
０

－

１

０
４
８

－

４
３
１
５

　

江
戸
崎
総
合
高
校
演
劇
部
・
吹

奏
楽
部
の
公
演
を
行
い
ま
す
。
日

頃
の
成
果
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

３
月
２３
日（
日
）午
後
１

時
開
場（
入
場
無
料
）

・
午
後
１
時
３０
分
〜

：

演
劇
部
自

主
公
演

・
午
後
３
時
〜

：

吹
奏
楽
部
セ
カ

ン
ド
コ
ン
サ
ー
ト
（
ゲ
ス
ト
・

美
浦
中
学
校
吹
奏
楽
部
）

◇
会
場　

江
戸
崎
公
民
館（
稲
敷
市
）

◇
問
合
せ　

県
立
江
戸
崎
総
合
高

等
学
校
☎
０
２
９

－

８
９
２

－

２
１
０
３

　

相
談
員
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の

「
い
の
ち
」を
大
切
に
思
い
、
話
し

手
の
声
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
す
。

聴
き
手
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◇
研
修
期
間　

平
成
２６
年
６
月
〜

平
成
２８
年
３
月

◇
応
募
資
格　

２３
歳
〜
６３
歳
ま
で

の
方

◇
応
募
人
数　

４０
名
程
度

◇
研
修
受
講
料　

第
１
課
程
〜
第

５
課
程（
各
課
程
７
０
０
０
円
）

◇
応
募
方
法　

左
記
ま
で
「
募
集

要
項
」
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ　

社
会
福
祉
法
人
茨
城

い
の
ち
の
電
話
事
務
局
☎
０
２

９

－

８
５
２

－

８
５
０
５
（
つ

く
ば
）、☎
０
２
９

－

２
４
４

－

４
７
２
２（
水
戸
）

 

常
陽
銀
行
顧
問
の
社
会
保
険
労

務
士
が
、
無
料
で
ご
相
談
に
応
じ

ま
す
。（
要
予
約
）

◇
開
催
日　

３
月
１７
日（
月
）午
前

　

１０
時
〜
午
後
３
時

◇
場
所　

常
陽
銀
行
美
浦
支
店

◇
予
約
・
問
合
せ　

常
陽
銀
行
美

　

浦
支
店
☎
８
８
５

－

２
９
１
５

第
３
回
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
初
心
者
講
習
会

常
陽
銀
行
無
料
年
金
相
談

国
民
年
金
後
納
制
度
の
ご
案
内

◎
後
納
保
険
料
の
納
付
書
の
「
使

　

用
期
限
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

◎
国
民
年
金
後
納
制
度
で
将
来
の

　

年
金
額
を
増
や
せ
ま
す

◎
後
納
制
度
の
申
込
・
納
付
書
の

　

再
発
行
の
お
問
い
合
わ
せ
は
…

◇使用機器
　学校：クリアパルス　Ａ２７００
　役場：日立アロカメディカル　ＴＣＳ―１７２Ｂ
◇測定放射線　γ線

（単位：μＳｖ/ｈ）

木原小学校

測定日２月１７日

測定日２月１７日

測定日２月１７日

測定日２月１７日

測定日２月１９日

安中小学校

大谷小学校

美浦中学校

美浦村役場

校庭（地上高５０㎝）

校舎内

０．０９２

０．０８１

０．１０６

０．０６８

０．０８９

０．０６２

０．１４０

０．０９０

校庭（地上高５０㎝）

校舎内

校庭（地上高５０㎝）

校舎内

校庭（地上高１ｍ）

校舎内

駐車場（地上高１ｍ）

庁舎内

０．１０

０．０７

村内小・中学校、
　美浦村役場の放射線量率
村内小・中学校、
　美浦村役場の放射線量率
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人
権
啓
発

　
　

講
演
会
開
催

大
谷
小
学
校
が
２
年
連
続
で

　
　
　
　
　
　
　
　

「
奨
励
校
」に
入
選

山岡つぎ子さん（郷中）

山岡つぎ子氏、小泉正雄氏が
民間自治功労者表彰

人権擁護委員に坂本氏就任、
退任の山岡氏に感謝状贈呈

坂本実さん（上舟子）

　

住
民
課
で
は
、
窓
口
時
間
の
延

長
や
電
話
予
約
に
よ
る
証
明
書
等

の
発
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。
通
常

の
業
務
内
容
と
は
異
な
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
の
際
は
電
話
等
で
事

前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
住
民
課
窓
口
延
長
サ
ー
ビ
ス

◇
３
月
の
実
施
日　

３
月
１２
日
・

２６
日
（
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日

〔
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
〕に

実
施
し
て
い
ま
す
）

◇
実
施
時
間　

午
後
５
時
１５
分
〜

午
後
７
時

◇
取
扱
業
務　

各
種
証
明
書
（
住

民
票
・
戸
籍
の
証
明
書
・
印
鑑

登
録
証
明
書
）
の
発
行
、
印
鑑

登
録
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付
、

戸
籍
届
書
の
預
か
り
（
審
査
・

受
理
決
定
は
後
日
）

＊
転
入
・
転
出
・
転
居
等
の
住
民

登
録
業
務
は
取
扱
い
で
き
ま
せ

ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

住
民
票
の
写
し
と
印
鑑
登
録
証

明
書
は
、
事
前
に
平
日
の
午
前

８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

に
電
話
予
約
し
た
も
の
を
、
土

日
・
祝
日
の
役
場
閉
庁
時
に
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご

予
約
の
際
は
必
ず
、
証
明
書
を

受
け
取
り
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
方

が
直
接
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・

◇
問
合
せ　

役
場
住
民
課

〔
社
会
福
祉
協
議
会
へ
〕

○
瀧
本
満
江
様（
布
佐
）・
小
澤
武

夫
様（
大
谷
）よ
り
、
古
切
手

○
匿
名
２
件
、
介
護
用
品
・
古
切
手

〔
善
意
銀
行
へ
〕

○
木
原
小
学
校
６
年
生
一
同
様
よ

　

り
、
１
万
５
７
４
３
円

　

善　
　

意

平
日
住
民
課
窓
口
に

来
ら
れ
な
い
方
へ

◎
住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
登
録
証

明
書
の
休
日
交
付
（
電
話
予
約

制
）

教育相談

＊相談日以外は留守番電話又はＦＡＸで

事前連絡のうえお出かけください

日時 毎週水・木曜日
（電話受付　火～金）
午前９：００～１２：００
午後１：００～３：３０

電話相談 ☎・　８８５－７７８８ＦＡＸ

弁護士による法律相談

＊事前に申込みをされていない方は、
　お待ちいただく場合があります。

心配ごと相談

会場・申込先
　老人福祉センター☎８８５－７０８０
主　　催　美浦村社会福祉協議会

日時 ４月７日（月）・２１日（月）
午後１：００～３：００

＊４月１日（火）午前８：３０より申込受付

日時 ４月２３日（水）
午後１：３０～４：００

障がい者相談

行政相談

国の仕事のこと等で困ったときは
ご相談ください（予約不要）

身体・知的障がい者やご家族の悩み事等
何でもご相談に応じます（予約不要）

日時

場所

３月２７日（木）
午前１０：００～１２：００
役場１階住民相談室

日時

場所

３月１７日（月）
午後１：００～３：００
老人福祉センター

来所相談 光と風の丘公園クラブハウス

問合せ先　役場福祉介護課

３月の納税

（１月１日～３１日）

１月３１日現在死者ゼロ継続１，２０６日

発生件数

負傷者数

死者数

１

１

０

年累計
（　　１　）

（　　１　）

（　　０　）

村の交通事故発生状況村の交通事故発生状況

村税等で３月が納期限のものは
ありません。

◇問合せ　役場国保年金課☎８８５－０３４０内線１１６、１１７

村の総合健診に予定が合わなかった人は
「医療機関健診」をご利用ください
村の総合健診に予定が合わなかった人は
「医療機関健診」をご利用ください

国民健康保険の被保険者の皆様へ国民健康保険の被保険者の皆様へ

・・・・【健診内容】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　 ・健診名…特定健康診査（特定健診）　 ・自己負担額…無料
　 ・対象年齢…４０～７４歳（平成２６年３月３１日までに４０歳に
　　到達する人～７５歳の誕生日前までの人）
　 ・検査内容…問診・身体計測・血圧測定・脂質検査・糖
　　尿病検査・腎機能検査・肝機能検査（基本項目）、貧血
　　検査・眼底検査・心電図検査（詳細項目）

・・・・【健診内容】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　 ・健診名…特定健康診査（特定健診）　 ・自己負担額…無料
　 ・対象年齢…４０～７４歳（平成２６年３月３１日までに４０歳に
　　到達する人～７５歳の誕生日前までの人）
　 ・検査内容…問診・身体計測・血圧測定・脂質検査・糖
　　尿病検査・腎機能検査・肝機能検査（基本項目）、貧血
　　検査・眼底検査・心電図検査（詳細項目）

▼受診方法…医療機関へ予約を入れ、国民健康保険特定健
　康診査受診券と保険証を持って受診してください。

▼受診できる医療機関…県内の一部医療機関

▼受診可能な期間…平成２６年３月３１日まで

※医療機関により検査項目が異なります。詳細については、医療機関
　に直接お問い合わせください。

※ただし、今年度すでに村の総合健診または人間（脳）ドックを受診した
　人（受診予定の人）は受診することができません。

※医療機関の詳細については役場国保年金課までお問い合わせください。



日々積み重ねてきた厳しい練習が
　　　　　選手たちの大きな原動力！
　　　　　　　　( 第４５回美浦柔剣道大会にて )

〈平成２６年２月１日現在の人口と世帯数〉 男８,６５０　女８,２４０　計１６,８９０（前月比＋８）世帯数６,８１８（前月比＋２４）

広報みほ（№６２４・平成２６年３月号）
 ■編集・発行／美浦村役場　〒３００－０４９２ 茨城県稲敷郡美浦村受領１５１５　ＴＥＬ０２９（８８５）０３４０　ＦＡＸ （８８５）４９５３

しています。

再生紙を使用

　毎年恒例となっている「木原城山まつり」を今
年も開催します。会場には楽しいイベントが盛り
だくさん！５万本のチューリップが咲き誇る公園
で、春を満喫しませんか？（小雨決行・雨天中止。
臨時駐車場：木原小学校グラウンド）

第１８回第１８回 木木木 原原原 城城城 山山山 ままま つつつ りりり

◎主　催　木原城山まつり実行委員会　　◎後　援　美浦村
◎協　賛　木原共有地管理委員会・美浦村商工会・商工会木原支部・木原ファーマーズク
　　　　　ラブ・美浦ライオンズクラブ・美浦スタンプ会
◎問合せ　木原城山まつり実行委員会事務局・美浦村役場経済課☎８８５－０３４０

※木原城山まつりでは、「ゴミ持ち帰り運動」を推進しています。また、安全確保のために会場へのカン及び
　ビン類の持ち込みは禁止させていただきます。ご来場の皆様のご理解・ご協力をお願いします。

陸平貝塚を皆で調べよう講座・第Ⅴ期陸平貝塚を皆で調べよう講座・第Ⅴ期

＊開催イベント…野外芸能発表、食品・商品販売、
　生鮮野菜・農産品直売、子ども広場、ポニー乗
　馬体験、野点コーナー、賞品抽選会等

会場：木原城址城山公園（木原小学校裏）会場：木原城址城山公園（木原小学校裏）
午前１０時～午後３時平成２６年４月１３日（日）平成２６年４月１３日（日）

　村では、陸平貝塚のより良い保存と活用を
推進するために、住民参加による陸平貝塚の
確認調査を平成２０年度から開始しました。今
年も夏に２週間程現地での発掘調査を実施し、
平成２７年度まで整理作業を継続する予定です。
　今回の講座は、この調査にボランティアと
して参加を希望される方、または貝塚や考古
学に興味のある方が対象です。発掘や出土品
の分析を通して考古学の楽しさを学びながら、
地域の文化遺産・陸平貝塚の謎を明らかにし
ていく講座ですので、ぜひご参加ください。

　村では、平成２４年度より防災訓練を実施し
ています。今年度は木原地区を対象として下
記のとおり実施しますので、木原地区にお住
まいの方はぜひご参加ください。（雨天決行）

＊住民参加型訓練
　模擬消火器による初期消火訓練、バケツリ
　レーによる消火訓練、応急担架作成訓練、
　心肺蘇生訓練
＊体験・展示
　煙体験ハウスによる煙体験、給水車による
　給水体験、家庭用備蓄品・非常用持出品展
　示、備蓄食糧品（五目ごはん・豚汁）の試食、
　備蓄品の配布

※参加者は避難時を想定した服を着用のうえ、
　徒歩で木原小学校に集合してください。や 
　むを得ず自家用車等で参加する場合は、木
　原城址城山公園駐車場に駐車してください。

【講座開始（予定）】平成２６年５月～
【開催場所】文化財センター
【申込締切】４月２０日（日）
【申込・問合せ】文化財センター☎８８６－０２９１

木原地区を対象に
　　「防災訓練」を実施します！
木原地区を対象に
　　「防災訓練」を実施します！

日　時
あ
会　場

３月２３日（日）午前９時開会
　※受付は午前８時３０分から
木原小学校グラウンド・体育館

□問合せ　役場総務課消防防災係
　　　　　　　　☎８８５－０３４０内線２０４

役場での納税相談（土・日を除く）

【午前の部】受付：午前８時～１１時
　　　　　（相談開始：午前８時４５分～）
【午後の部】受付：午前１１時～午後４時
　　　　　（相談開始：午後１時３０分～）

所得税の確定申告はお済みですか所得税の確定申告はお済みですか

３月１７日（月）まで
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